
                                   

 
平
成
十
五
年
度
第
三
回
那
珂
町
議
会
が
九

月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
那
珂
町
と
瓜
連
町
の
合
併
協
議
会

設
置
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。 

 

那
珂
町
と
瓜
連
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
、

那
珂
町
議
会
が
「
合
併
調
査
特
別
委
員
会
」

で
「
仮
に
合
併
す
る
と
す
れ
ば
合
併
方
式
は

瓜
連
町
を
編
入
合
併
と
す
る
」
と
い
う
方
針

を
打
ち
出
し
た
こ
と
か
ら
瓜
連
町
が
反
発
し
、

那
珂
町
と
瓜
連
町
と
の
任
意
協
議
会
は
中
断

し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
去
る
九
月
十
一

日
の
任
意
協
議
会
に
お
い
て
「
瓜
連
町
を
編

入
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
」
と
い
う
こ
と
か

ら
、
今
度
は
法
定
協
議
会
へ
移
行
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
那
珂
町
議
会
は
、
調

査
は
完
了
し
た
と
し
て
「
市
町
村
合
併
調
査

特
別
委
員
会
」
を
解
散
し
ま
し
た
。「
今
後
住

民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
十
分
な
議
論
を
重
ね

る
場
を
設
け
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の

付
記
は
付
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
確
実
に
行

わ
れ
る
か
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

十
九
日
の
本
会
議
で
は
「
法
定
協
議
会
設

置
」
と
そ
の
た
め
の
補
正
予
算
一
千
七
十
万

円
が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
・
成
立

し
ま
し
た
。 

木
村
静
枝
議
員
は
「
法
定
協
議
会
は
合
併

に
向
け
て
、
事
務
的
手
続
き
を
進
め
る
だ
け

で
あ
り
、
住
民
の
合
併
に
対
す
る
是
非
に
つ

い
て
の
意
思
は
反
映
さ
れ
な
い
。
ま
っ
た
く

国
、
県
主
導
の
合
併
で
あ
る
。
町
の
将
来
を

決
め
る
大
事
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
住
民
投

票
で
住
民
の
意
思
を
問
う
べ
き
で
あ
る
が
、

せ
め
て
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ

き
で
あ
る
」
と
求
め
た
の
に
対
し
て
、
町
長

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
わ
な
い
こ
と
を
明
言

し
「
私
の
ま
わ
り
の
人
は
み
ん
な
賛
成
し
て

い
る
。
共
産
党
は
合
併
に
ど
こ
で
も
反
対

だ
」
と
感
情
的
と
も
取
れ
る
発
言
を
し
ま
し

た
。
公
平
公
正
で
あ
る
べ
き
立
場
の
町
長
が
、

本
会
議
で
こ
の
よ
う
な
発
言
を
す
る
と
は

驚
き
で
す
。
自
分
の
ま
わ
り
の
者
の
意
見
だ

け
で
判
断
し
、
批
判
す
る
者
は
無
視
す
る
、

こ
れ
は
民
主
主
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

い
っ
た
い
誰
の
た
め
の
合
併
で
し
ょ
う

か
。
は
た
し
て
合
併
し
て
住
民
の
暮
ら
し
は

よ
く
な
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
住
民
も

し
っ
か
り
み
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
十
四
年
度
各
種
会
計
決
算
の
認
定

は
今
議
会
中
に
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
認

定
し
ま
し
た
。 

 

木
村
静
枝
議
員
は
次
の
点
を
主
に
指
摘

し
、
反
対
の
討
論
を
し
ま
し
た
。 

「
各
中
学
校
に
学
校
図
書
館
司
書
を
配
置

す
る
な
ど
前
進
の
面
を
評
価
す
る
。
保
育 

 

高
校
の
先
生
方
か
ら
「
県
立
高
校
の
一

方
的
な
統
廃
合
を
や
め
、
三
十
人
以
下
学

級
実
現
で
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る

意
見
書
提
出
」
に
関
す
る
陳
情
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。 

 

九
月
十
一
日
の
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

で
審
議
さ
れ
た
結
果
「
統
廃
合
し
な
け
れ

ば
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。
受
験
競
争
が
激
化
す
れ
ば
逆
に
学

力
は
上
が
る
と
思
う
。
高
校
は
義
務
教
育

で
は
な
い
の
で
、
勉
強
し
た
い
人
が
学
校

を
選
ん
で
通
う
学
業
の
場
で
あ
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
、
ま
た
執
行
部
も
そ
れ

に
同
調
す
る
意
見
が
出
さ
れ
、
採
択
す
る

こ
と
に
賛
成
は
二
議
員
だ
け
で
、
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。 

 

最
終
日
の
本
議
会
で
は
「
教
育
の
普
遍

性
を
考
え
た
時
、
人
数
が
少
な
い
か
ら

と
統
廃
合
し
て
し
ま
う
こ
と
は
問
題
」

と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
不

採
択
に 

    

性
を
考
え
た
時
、
人
数
が
少
な
い
か
ら

と
統
廃
合
し
て
し
ま
う
こ
と
は
問
題
」

と
い
う
意
見
も
で
ま
し
た
が
、
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
陳
情
に
賛
成
し

た
議
員
は
本
議
会
で
の
一
名
を
加
え
、

次
の
三
名
で
す
。 

木
村
静
枝
議
員
、
助
川
則
夫
議
員 

會
澤
貞
美
議
員 
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那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
検
討
協
議
会
は
任
意
協
議
会
か
ら 

法
定
協
議
会
へ 

那
珂
町
議
会
の
「
合
併
調
査
特
別
委
員
会
」
は
完
了
？ 

合
併
す
る
か
ど
う
か
の
最
終
判
断
は
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
で 

年
々
増
え
る
国
保
税
滞
納 

国
保
証
取
り
上
げ 

水
道
事
業
会
計
は
十
四
年
度
も
大
幅
黒
字 

「
県
立
高
校
の
統
廃
合
や
め
三
十
人
以
下
学
級 

実
現
」
の
陳
情
に
賛
成
議
員
は
三
名 

所
の
待
機
児
の
解
消
、
国
保
税
滞
納
増

加
や
国
民
健
康
保
険
証
の
取
り
上
げ
、

介
護
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
人
、
特

養
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
で
き
な
い
で
い

る
人
な
ど
問
題
が
あ
る
。
水
道
事
業
会

計
は
連
続
大
幅
黒
字
で
あ
る
が
水
道
料

金
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
」 
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「
談
合
の
疑
い
強
い
」
と
さ
れ
る
公
共
工

事
落
札
率
９５
％
以
上
が
百
一
件 
入
札
制
度
の
改
善
を 

―
電
子
入
札
・
郵
便
入
札
も
考
え
て
い
る
― 

 

去
る
八
月
二
十
四
日
、
結
城
市
は
市
発
注
の
公
共
事
業
を
巡
る
贈

収
賄
事
件
で
、
市
長
が
収
賄
罪
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
辞
職
し
た
た
め

に
市
長
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
公
共
事
業
を
巡
る
談
合
問
題
、
贈

収
賄
事
件
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
特
に
茨
城
県
は
公
共
工
事
を
巡
る

贈
収
賄
事
件
で
、
地
方
自
治
体
の
首
長
が
逮
捕
さ
れ
た
人
数
は
、
全

国
一
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
慢
に
も
な
り
ま
せ
ん
。 

 

那
珂
町
で
も
「
談
合
が
あ
る
」
と
の
情
報
が
木
村
議
員
の
と
こ
ろ

に
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
木
村
議
員
は
「
町
は
談
合
情
報
が
寄
せ
ら

れ
た
時
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ

る
の
か
」
と
質
問
し
、
総
務
企
画
部
長
は
「
昨
年
は
一
件
あ
っ
た
が
、

日
時
、
場
所
等
を
確
認
し
た
結
果
、
談
合
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
、

予
定
通
り
入
札
を
し
た
。
談
合
情
報
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
国

土
交
通
省
が
策
定
し
た
も
の
を
参
考
に
策
定
し
て
あ
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。 

 

木
村
議
員
は
「
那
珂
町
の
二
〇
〇
二
年
度
の
公
共
工
事
で
、
予
定

価
格
一
三
〇
万
円
以
上
の
工
事
は
一
二
六
件
で
、
そ
の
中
で
最
高
落

札
率
は
九
九
・
八
五
％
、
最
低
落
札
率
は
七
〇
％
で
あ
る
。
七
〇
％

の
工
事
で
は
手
抜
き
な
ど
問
題
は
な
か
っ
た
か
」
と
の
質
問
に
、
総

務
企
画
部
長
は
「
品
質
の
低
下
、
労
働
条
件
の
確
保
、
安
全
対
策
等

に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
、
問
題
は
な
か
っ
た
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

仮
に
す
べ
て
の
工
事
が
七
〇
％
の
落
札
率
で
で
き
る
と
す
れ
ば
、
約

八
億
円
の
税
金
の
節
約
に
な
り
ま
す
。「
入
札
制
度
の
改
善
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
検
討
し
て
い
る
か
」
の
質
問
に
町
長
は

「
公
平
公
正
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
那
珂
町
は
平
均
落
札
率
九
十

三
％
で
、
県
内
で
も
安
く
で
き
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。
談
合
は

全
然
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
電
子
入
札
や
郵
便
入
札
が
各
自

治
体
で
も
行
わ
れ
、
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
る
」
と
消
極
的
な
答
弁
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
一
日
も

早
い
検
討
を
望
み
ま
す
。 

茨
城
県
内 

こ
の
十
年
間
の
首
長
の
逮
捕 

（
日
付
は
逮
捕
の
日
、
氏
名
・
肩
書
き
は
い
ず
れ
も
当
時
） 

●
九
三
年
七
月
十
九
日 

 

大
山
真
弘 

三
和
町
長
（
収
賄
） 

 
 
 
 

七
月
二
十
三
日 

竹
内
藤
男 

県
知
事
（
収
賄
） 

●
九
四
年
十
二
月
六
日 

 

松
崎
龍
夫 

前
北
茨
城
市
長
（
収
賄
） 

●
九
五
年
三
月
二
日 

 
 

豊
田
稔 

 

北
茨
城
市
長
（
収
賄
） 

 
 
 
 

十
月
八
日 

 
 

今
泉
利
拓 

潮
来
町
長
（
収
賄
） 

●
九
六
年
四
月
十
一
日 

 

木
村
操 

 

つ
く
ば
市
長
（
買
収
） 

 
 
 
 

五
月
十
日 

 
 

桜
井
盾
夫 

八
郷
町
長
（
収
賄
） 

●
九
七
年
十
一
月
十
一
日 

海
老
原
竜
生 

龍
ヶ
崎
市
長
（
買
収
） 

●
九
八
年
六
月
二
十
日 

 

小
松
崎
俊 

旭
村
長
（
買
収
） 

●
九
九
年
九
月
十
二
日 
 

小
室
光 

 

鉾
田
町
長
（
買
収
） 

 
 
 
 

十
月
二
十
一
日 

飯
島
文
彦 

谷
和
原
村
長
（
収
賄
） 

●
〇
一
年
十
月
一
日 

 
 

岡
野
英
一 

協
和
町
長
（
収
賄
） 

●
〇
二
年
一
月
十
五
日 

 

木
村
芳
城 

石
岡
市
長
（
収
賄
） 

以
上
「
朝
日
新
聞
」
〇
二
年
一
月
十
六
日
付
を
参
考
に
し
ま
し
た
。 

●
〇
二
年
二
月
五
日 

 
 

山
中
博 

 

下
妻
市
長
（
収
賄
） 

 
全国市民オンブズマンは全国の公共工事の落札率などを調査

しているが、「落札率 90％以上の工事は談合が疑われ、95％以
上は談合の疑いが強い」としています。 
 

那珂町公共工事の落札率の状況 
平成 14年度 126件（130万円以上の工事） 

落札率 件数 全体に占める割合 

99％ 以上 67 53.17％ 

95％ ～ 98.99 ％ 41 32.54％ 

90％ ～ 94.99 ％  3 2.38％ 

80％ ～ 89.99 ％  7 5.56％ 

70％ ～ 79.99 ％  8 6.35％ 

平均  93.41 ％    

落札率の高い工事                                  （単位：円） 
順位 工 事 名 請負業者 予定価格 契約金額 落札率 

１ 一中２号館大規模改造（第３期） 山金建設  35,385,000 35,332,500 99.85％  
１ 高内地区汚水管布設（第１期） 平野産業  35,175,000 35,122,500 99.85％  
２ 緊急整備神崎額田地区 2-16工区管路施設 平野産業  29,032,500 28,980,000 99.82％  
３ 菅谷幼稚園改修 高橋建設   8,295,000 8,274,000 99.75％  
３ 堤地区汚水管布設（第２工区） 増子・平野 JV  85,575,000 85,365,000 99.75％  
４ 三中正門フェンス及び自転車置場改修 佐藤工務店   7,350,000 7,329,000 99.71％  
５ 土地改良施設修繕保全事業菅谷・福田地区排水路保全 鶴田組  35,385,000 35,280,000 99.70％  
６ 戸多北部地区処理施設土木建築 鶴田・清水 JV 154,455,000 153,930,000 99.66％  
７ 町道 6-29号線配水管布設 那珂建設  14,595,000 14,595,000 99.64％  
８ 町道 7-10・8-2372号元内宮下線道路改良 斉藤建設   8,494,500 8,494,500 99.63％  
９ 緊急整備神埼額田地区 3-21工区管路施設 鶴田組  36,477,000 36,330,000 99.60％  
９ 緊急整備神埼額田地区 3-22工区管路施設 那珂建設 26,092,500 25,987,500 99.60％  
10 緊急整備神埼額田地区 2-17工区管路施設 滑川土建 14,962,500 14,899,500 99.58％  

126 木戸立石線歩道新設 滑川土建 22,050,000 15,435,000 70.00％  
※落札率＝予定価格に対する落札した価格の割合  


